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会   長  柏原佳子 

直前会長  上野恭男 
副 会 長 桑野友子・堤 清 
書   記  上野恭男 
会   計  羽太英樹 
監   事  五十嵐政二 
連絡主事  柳原謙介 
六甲部Ｙサ・ユース主査 上野恭男 
                          

賜物を輝かせましょう 

会長 柏原佳子 

今期、芦屋クラブは 20 周年を迎えます。 

１０周年には「2１本の薔薇のブーケを」を会

長標語としました。覚えてくださっています

か？ ロマンティックな会長でした。芦屋クラ

ブもこの１０年間に多くの入れ替わりがあり

ました。悲しいお別れは特に鮮明にその方

の奉仕と笑顔を思い出します。皆様が皆、

「ただいま」と戻ってこられたなら！と夢のようなことを考えること

があります。でも、20 周年記念例会にはお会いできる、天国

からも見守っていてくださると心から信じます。 

会長標語を「According to the gift 賜物にしたがって」とさせ

ていただきました。外に向かって問いかけるよりも、自身に対し

て問いかけるとき、心は正直に答えます。私たちは生かされ、

生きるとは魂を輝かせることだと。 

主の導きにただ素直に従い、３度目の会長をお引き受けする

中での新しい出会いは勇気が生まれます。個性溢れる経験

豊かなメンバーの中で１０年の歳月は私に暖かな居場所を与

えてられたように感じています。 

主の導きにただ素直に従い、会長職を真摯に受け止め感謝

のもとに奉仕をさせていただきたいと思います。 

６月例会出席表 

第１例会出席者 
メンバー  １０名
ビジター   １名 
ゲスト    ２名 
メネット   １名 
ｺメット     
合 計   １４名

例会出席率 
出席者     ９名 
メイクアップ    名 
合 計     ９名 
在籍者    １８名 
（内広義会員１名） 
出席率 ６４．７％ 

ＢＦ切手    

累計  ｇｍ 

 

ニコニコ 

６月 10,600 円

累計 162,242 円

主   題 

国際協会会長       Henry J. Grindheim（ノルウェー） 
「ともに、光の中を歩もう」 “Let Us Walk in the Light–Together”
 

アジア太平洋地域会長  Tung Ming Ｈｓｉａｏ(台湾）  
「ワイズ運動を尊重しよう」    ”Respect Y’s Movement”
 

西日本区理事        大野 勉（神戸ポートクラブ） 
2022 年に向けて「心身の健康づくりからクラブの健康づくりへ」 
”Healthy mind & healthy body make healthy club” 
 

六甲部部長          杉本隆人（神戸学園都市クラブ） 
｢共感しあい、支えあおう｣ 
Empathy each other, Root Y”s & YMCA 
 

芦屋クラブ会長       柏原佳子 
「賜物にしたがって」   “According to the gift” 

今月の聖句 
信仰とは、望んでいる事柄を確信し、見えない事実を確認 
することです。  ・・・・信仰によってアブラハムは、自分が財 
産として受け継ぐことになる土地に出て行くように召し出され 
ると、これに服従し、行き先も知らずに出発したのです。 

        ＜ヘブライ人への手紙 １１：１ ＆ ８＞

“To acknow ledge  t he  du ty  t ha t  accompan i es  eve ry  r i gh t ”  
A f f i l i a t ed  w i t h  the  I n t e r na t i o na l  Assoc i a t i o n  o f  Y ’s  Men ’s  C ｌｕｂｓ

ＴＨＥ Ｙ’Ｓ ＭＥＮ’Ｓ ＣＬＵＢ ＯＦ ＡＳＨＩＹＡ 

Ｃｈａｒｔｅｒｅｄ Ａｐｒｉｌ 11．1998

 
 

Address ： Yasuo Ueno  〒659-0074 2-8-304 Hirata-cyo,Ashiya,Hyogo,Japan 

Mail ： uenoashiya@kbd.biglobe.ne.jp  Tel. 0797-32-9360 
URL ： http://www.kobeymca.org/kobe_ymca/ys/ashiya.html  

７月第１例会 
と き： ２０１７年７月１９(水) １９：00～２１：00 

ところ： ホテル竹園芦屋 ３Ｆ宴会場          

司会： 柳原謙介連絡主事 

１．開会点鐘 上野恭男直前会長 

２．クラブソング斉唱 一同 

３．聖書朗読 羽太英樹ワイズ 

４．ゲスト紹介          司会 

５．役員交代式 司式       五十嵐直前会長 

６．食前感謝           権 甲稙ワイズ  

７．会食・懇談 

８．部長公式訪問説話  杉本隆人六甲部部長 

９．メンバーズ・スピーチ 柏原佳子会長 

10．第２例会議事録の承認 柏原佳子会長 

各事業委員の報告 事業委員 

11．ＹＭＣＡ報告 柳原謙介連絡主事 

12．ニコニコ献金報告 島田恒ワイズ 

13．誕生日祝い 柏原佳子会長 

篠坂幸彦、都筑省三、羽太英樹、菅原 進（各メン）

羽太光子メネット 

14．閉会点鐘 柏原佳子会長 

Uniquely You,
Beautifully You, 
Bloom together!



６月第１例会報告  

日 時： 2017 年６月 21 日（水）１９：００～２１：００ 

場 所： ホテル竹園芦屋 

出席者：上野恭男、柏原佳子、桑野友子、篠坂幸彦、島

田恒、羽太英樹、福原吉孝、坂東幸子、中山豊

美（各メン）、柳原謙介連絡主事、大澤昌子メネット 

ビジター：野口善国ワイズ（ゲストスピーカー/神戸西クラブ） 

ゲスト：菅原進氏 馬場啓司氏（みどり福祉作業所職員）  

 

2017 年度最後

の 6 月第１例会

です。上野会長

がこの 1 年のあ

いだ皆さんの協

力のもと無事に

任期を終えるこ

とが出来た感謝

を述べられました。

また、熊本での西日本区大会で、芦屋クラブ 20 周年でのク

ロードチアリ氏の出演をアピール出来たことを報告されました。 

毎月掲載されている羽太英樹ワイズの今月の聖句は、「人を

裁くな。あなた方も裁かれることがない・・・」講話の内容にふさ

わしい紐解きに感謝いたします。 

続いて、みどり福祉

作業所に恒例の献

金を上野会長より、

大澤昌子メネットに

贈呈されました。 

大澤メネットから感

謝の言葉と今春入

社した馬場氏の紹

介があり、会食懇談

の時がもたれました。夕食のビフカツは、大変おいしくてさすが

竹園との声がしきりです。 

ゲストスピーチは神戸西クラブの野口善国ワイズにご依頼し、

演題は「少年の未来に賭ける」です。 

野口ワイズは弁護士として青少年の様々な事件に関わり、

彼らを擁護してきた実績がおありです。 

お話は聞けばそうかというようなものではなく、原因は親の無関

心であったり、貧困であったり、さまざまではあるけれど、愛に飢

えている彼らを更生させ、未来が彼らのものであることを本音

で教えた時に、本気で更生し、社会に寄り添える人間になっ

ていくことが出来る。それを信じてこれからも彼らと関わっていき

たいと話されました。現にこの春「先生、司法書士の試験に

合格しました！」との事例を話され、全員が心と耳を研ぎ澄ま

せて聴き入りました。 

講話のあと、5 月第２例会の議事録が承認され、事業報告

では、熊本での西日本区大会懇親会後、熊本みなみクラブ

とのＤＢＣ交流会のことが報告されました。 

ＹＭＣＡ報告、誕生日祝い、ニコニコ献金報告そして、2016

年度を締めくくる上野会長の閉会点鐘が力強く響きました。

最後を飾るには少々恥ずかしい司会で、申し訳なく反省しき

り・・・・・。                       柏原佳子 

第 20 回西日本区大会 in 熊本 

地震を乗り越え 「未来につなぐワイズ魂」 
６月 10-1１日の西日本区大会は「熊本地震」の被災地への

想いが随所にちりばめられていました。大会１日目は菊池市

文化会館でフルートアンサンブルによる歓迎演奏の中、750

名の参加者が続々入場、スタートを飾るバナーセレモニー、

岩本理事の開会宣言で始まりまし

た。ワイズソングに続き、江頭菊池市

市長・日本ＹＭＣＡ同盟主事・アジ

ア太平洋地域会長・東日本区理

事から来賓祝辞があり、新クラブ加

盟認証式、部長報告、奈良傳授

賞 式 、熊 本 地 震 支 援 活 動 報 告

等、充実の内容で進行しました。 

懇親会会場へはチャーターバスでの

大移動、心配された交通渋滞もなくスムースにホテル日航熊

本に到着、担当者の綿密な計画に頭が下がります。 

懇親会では２１回神戸大会のシンボルカラー若草色のリボン

を付けたカンカン帽をかぶって大会をアピール、カンカン帽の手

配は芦屋クラブと熊本みなみクラブの見事な連携プレーによる

ものでした。同時に芦屋クラブ２０周年記念祝会のアピールも

テーブルごとにチラシを手渡して回り、かなりの手ごたえがありました。 

聖日礼拝でスタートした大会２日目、事業主任報告と表彰、

続いて役員交代式、岩本理事から大野理事へ、神戸での

大会に向けて六甲部一丸となって頑張りましょう。 

芦屋クラブからは上野会長、柏原次期会長と桑野の３名が

参加しました。                     桑野友子 

チャリティゴルフに参加しました 

熊本での西日本区大会の前日６月８日、例年通りチャリティ

コンペが開催されました。来期は六甲部主催の西日本区大

会で、芦屋クラブがゴルフコンペの担当でもあり、上野会長、

桑野ワイズと柏原の３名、下見を兼ねて使命感を持って、早

朝４時起きもワクワク感で熊本空港カントリークラブに向かい

ました。熊本空港からはタクシーでワンメーター、スタート前に

無事到着しました。 

コンペは８組で台湾のアジア会長、元国際会長をはじめ、京

都部、びわこ部のメンバーが多く参加されていました。顔見知

りの方も多く、勇気を得て早速営業開始、来年の芦屋カンツ

リー倶楽部をアピールしました。プレー後は菊池市の笹の屋の

バスで移動、50 分ほどで宿に到着しました。 

笹の屋での前夜祭は１５０人ほど

が参加し、雰囲気もお料理も最

高！特にゴルフの表彰式は、受賞

者の名前が読み上げられる度に、

あちらこちらで拍手と歓声が上がり

ます。我々3 人とも飛び賞などをゲ

ットできラッキーでした。日焼けされ

高揚した上位入賞の方々のところ

に飛んで行って、また営業♪  

前夜祭に参加したことで課題も何点か気づくことが出来ました。

明日から始まる大会への期待と緊張が相まって華やかなひと

時、熊本地震の大きなダメージを感じさせない運営に、心か

らお疲れさまと感謝を述べたいと思います。     柏原佳子 



           熊本みなみクラブに感謝して 
熊本みなみのどなたかに電話してお願いしなければ！と思った

のは、カンカン帽のことでした。来年は大野勉理事のもと、六

甲部が西日本区大会のホストを務めます。 

６月の熊本大会で、アピールをするときにかぶることが決まった

カンカン帽、百均で@150 円で買うことが

決まり６０個を集めるのに苦労しました。 

５月末のことで時間もないし、やっと熊本

日航ホテル近くのダイソーで６０個確保で

きました。しかし、対面販売でなければダ

メとのことで、熊本みなみの村上博ワイズに電話し、H・日航

に届けていただくことが決まりホッとしました。 

西日本区大会懇親会の後、籠町通りのお店で岩国みなみ

クラブも加えた DBC の集いを今井政文熊本みなみ会長が設

営してくださいました。 

芦屋クラブは桑野、柏原、上野の参加でしたが、顔もわかっ

てとても良い交流が出来ました。村上ワイズは熊本市議で忙

しく、西日本区大会は欠席なのが残念でしたが、内村、桑

原、堀各ワイズとの再会を感謝します。 

上野恭男 

みどり福祉作業所バザーにぎわう 

６月２４日（土）みどり作業所のバザーが開催されました。 

芦屋クラブ各位にはメールでお知らせしましたが、柏原書記と

上野で行ってきました。 

陽光町の施設１階がバ

ザー売り場、２階がイベ

ント会場となっており、大

勢の人で賑わっていまし

た。フランクフルト、かき

氷、綿菓子、おにぎりな

ども売られています。 

甲南高校のブラスバンド

演奏などがあり、なかなか楽しい雰囲気でした。 

大沢二朗ワイズ、昌子メネットも忙しそうですが、一緒に写真

に納まっていただきました。              上野恭男 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この度 Y’s men’ club 芦屋に入会させて 

頂きました中山豊美でございます。 

神戸 YMCA を長年支えておられるクラブ

とは、深く存知上げずにおりました。 

皆さまが長期にわたり経験豊かなボラン

テイア活動をされておられるところに、島

田先生のお誘いに軽い気持ちで入会さ

せて頂き、あまりお役に立てないわたくし

と思っております。 

出来ることはさせて頂きますが、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

只、小豆島にある、今井鎭雄先生発見のキャンプ場 「余島」

については、よく知っております。余島キャンパーで５年、１９７

７年からは大人も余島生活を楽しめるオリーブ会員として、今

日まで多くの仲間達を連れて行き、今では余島歴３０年の友

と楽しみに行かせて頂いています。もう４５年、余島にお世話

になっているのでしょうか 

建物の傷みは当然ありますが 大きくは全く変わっていない手

つかずの自然豊かな島です。 数十年同じ感覚を経験できる

空気感、本当に贅沢な大切な島なのです。 

この余島キャンプも６７年という歳月を「青少年育成の場」とし

て私共キャンパーを育て、リーダー・スタッフともに成長し、世に

送り出している大切なキャンプ場、小豆島の無人島キャンプ

場を守り続けるために、Y's men culb のご尽力があると理解

し、こころから御礼申し上げます。 

昨今の神戸 YMCA の職

員の方で、この余島を知

らない方が多くおられるこ

とを聞き「原点は、何ぞ

や」ということを考え、青

少年育成の場として感じ

ることが早道です。 

「豊かさとは、これや」がわかる、楽しめ、お食事もできる余島

センターへ皆さまも是非お越しください。 

            Ladies & Gentlemen  
よしましよ代表 中山豊美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１０回キリスト教講座 「士師記」 

士師記はイスラエルの諸民族が、カナンに定住し始めてから、一人の王のもとに国として統一されるまでの時代が描かれていま

す。その中心はイスラエルの民を救う士師たちの物語であると言えます。それは申命記から列王記を通して語られる「約束の

地カナン」におけるイスラエルの民の壮大な物語の一部であり、文献学的に見ればヨシュア記から列王記に至る一続きの歴史

的記述、つまり旧約聖書のなかの歴史書の一つと言えます。 

イスラエルの人々が民族として生き残るためには、神様の律法に従い、イスラエルの神のみを礼拝しなければならなかった。そう

することで人々はカナンの地に留まることができ、神の祝福を受けることができる。しかし他の神々を拝むのであれば神様はイス

ラエルを敵の手で滅ぼされるままにする。だが、人々は神様への信仰を強固で継続的な献身を示したわけではなかったのでし

た。士師記ではそれらを次のような行動パターンとして描かれています。 

１．  人々が神様に背き、他の神々を拝む。       ２．  神様は外敵を用いてイスラエルの民を罰する。 

３．  人びとは苦しみの中で神様に助けを求める。    ４．  神様は士師を選び、士師が敵との戦いを指揮する。 

５．  士師が死ぬと、また人々は神様に背き、同じことが繰り返えされる。 

つまり「士師記」では大きく二つの戦いが描かれていると言えます。それは元来そこに住んでいたカナン人との土地の支配権で

の争い、そしてもう一つはカナンの宗教によってイスラエルの信仰が試されるという信仰面での戦いです。しかし同時に、神様は

失敗を繰り返す人々に対して、神への信仰に戻る機会を何度も与えています。民は何度も神様を捨てるけれども、神様は

彼らを見捨てなったことが描かれているのです。                                  権 甲植 （続く） 



６月第２例会議事録 
日  時： ６月 28 日（水） 18:00～21:00 
場  所： 柏原佳子邸 
参加者： 上野会長、柏原、桑野、篠坂、島田、中山、 

羽太、坂東、福原（各ワイズ）、柳原連絡主事、 
菅原 進（ゲスト） 

議事 
◇第１例会の予定、 

・７月第１例会： ７月１９日（水） 
会長交代式、転入者の紹介、六甲部部長公式訪問、
柏原会長の所信表明とお話 
（キックオフ例会 ＭＣ意識高揚を図る。会員の親睦を深
める） 

・８月第１例会： ８月１６日（水） 
西宮クラブとの合同例会をホテル竹園で開催 
（他クラブとの納涼例会親睦） 
6,000 円の飲み物付きのコース料理（1,000 円をクラブ補助） 
カントリーダンスとバンド（西宮クラブ担当）が入る予定。 
西宮クラブ実行委員との会合予定。 

・９月第１例会： ９月２０日（水） 未定 
・10 月第１例会： １０月１８日水） 

柳原連絡主事の父君のお話 
・１１月第１例会： １１月１５日（水） 

中山豊美ワイズの余島のお話 
◇第１回評議会 ７月８日（土） 

参加者を詰める。上野、柏原、桑野、篠坂、島田､羽太、
坂東（各ワイズ７名） 

◇５月会計報告が羽太会計よりあり、承認された 
◇２０周年＆クリスマス例会（１２月２３日）の大枠の設定と

役割を中心に話し合いがもたれた。 
◇柏原次期会長のお宅を提供していただき、相互の「おもて

なし」の気持ちで交流を深めた。以上 
文責 書記 上野恭男 

６月の第２例会は…… 
蒸し暑い梅雨時の 6／28（水）柏原次期会長ご自宅に於て

第二例会が開催された。 18 時より定例の桑野編集長によ

るブリテン編集会議を終え、引き続き柏原次期会長から 7 月

及び 8 月第一例会の実施内容の確認と 9 月 10 月の予定、

12 月の 20 周年記念＆X'mas 祝会についてその思惑・大綱

が発表された。そして 7 月からは上野会長にこの実行委員長

を委嘱され今後メンバー共々一体感を持って進んで行こうと

アピールがあった。 

また当日は会議終了後に、心づくしの懇親会が柏原次期会

長の温かいホスピタリティーにて用意されており、素晴らしく手

入れされたガーデンを背にして次期会長の爽やか船出を願っ

てスパークリングワインにて全員で乾杯！ 

新会員の中山ワイズ・7 月入会決定の菅原さんも参加され、

この芦屋クラブの温かくスマートでアットホームな姿に少し驚か

れていた様子が……。用意された心のこもった料理（一部持

込みされた物も含む）を戴きながらキックオフ前の素晴らしい

有意義な集いだった。                篠坂幸彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◇神戸 YMCA 定期総会 

6 月 30 日（金）に神戸 YMCA 三宮本館にて、定期総会

が執り行われました。新しい会館で行う初めての総会となり、

YMCA をお支え頂いているたくさんの方にご出席いただきま

した。会の中では、2016 年度を振り返るとともに、これから

の歩みに対して様々なご意見や提案をいただきました。こ

れからも YMCA の諸活動にご理解とご協力をお願いいたし

ます。  

◇今後の予定      

1) 「今の子どもの健康を考える」 

  日時： 2017 年 7 月 9 日(日)10：30～12：00 

  場所： 神戸 YMCA ウエルネスセンター学園都市 ３F 

多目的ホール 

  内容： 講義「児童期の子どもの生活習慣と健康」  

二宮 啓子氏(神戸市看護大学教授) 

  申込： ウエルネスセンター学園都市 078-793-7401 

2）ワークショップ難民 

  日時： 7 月 11 日（火）「難民と暮らす」18：30～20：00 

  場所： 神戸市青少年会館 ５F レクリエーションホール 

  申込： 神戸 YMCA 国際・奉仕センター 078-241-7204 

  内容： 紛争や迫害から逃れ、故郷を追われた難民へ私

達が出来ることは何かを一緒に考えるワークショッ

プです。  
*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～* 

今後の予定 
＊六甲部評議会 

  日時： ７月８日（土）13：30～ 

  場所： 神戸ＹＭＣＡチャペル 

       16：30～ ４ＦにてＹＭＣＡ主催の懇親会 

  会費： ３，０００円（懇親会） 

＊第２回チャリティーラン会議（Ｙ’サ担当とＹＭＣＡ） 

日時： ７月１０日（月） 

＊第１例会： ７月１９日（水）19：00～21：00 ホテル竹園芦屋 

＊第２例会： ７月２６日（水）18：00～20：00 芦屋市民センター 

＊六甲部部会  

  日時： ９月２４日（日） 

  場所： ＹＭＣＡチャペル その後、六甲荘にて懇親会 

  時間/会費： 未定 

ＹＭＣＡニュース 

           もりおかクラブ 
２０１６～２０１７年度を振り返る月並みですが、「評価」
の月にあたり、矢のごとく過ぎた１２ケ月を振り返り新年
度につなげたいと思います。①「強調月間」は全く頭には
いっていなかったのでは？「その通り」次年度はワイズの原
点に立ち返り「強調月間」を意識した例会作りに心を砕
きます。②当クラブ最年少のワイズメンが次次期会長を
務めることをふまえ、しっかり導きをします。③財政難の現
状から会員増強には引き続き取り組みを継続以上が次
年度の目標。 
さて、本年度の「２０１７チャリテｲ―ランin盛岡を成功さ
せよう！」は目前に…。結果をお楽しみに。ワイズメンバ
ー、ＹＭＣＡのスタッフをはじめ、ユースリーダー、ゲストの
皆様ご多忙のなか例会、各行事へのご参加、ご協力あ
りがとうございました。逆境にあってももりおかクラブは前進
あるのみ。   井上会長の巻頭言 ブリテン７月号より 

ＤＢＣだより

編集後記： 梅雨入り宣言してから晴空、「空梅雨か

な？」と思ったら集中豪雨、日本も世界も地球温暖化の

影響でしょうか？毎日暑い日が続きます。日本はもう温帯

ではなく亜熱帯または熱帯だそうです。熱中症にならない様

水分と塩分を取って暑い夏を乗り越えましょう。 桑野友子 


